
給水管の凍結・破損防止のための
工事費用を一部助成します

　今年1月の寒波では、給水管の凍結・破損が多数発生し、その被害の多くは地上や屋外にあ
る「露出配管」で見られました。
　市では今後、寒波での凍結被害が出ないよう、給水管更新などの工事費用を一部助成します。

対象となる人

市と給水契約をしている所有者または使用者(官公庁は対象外)

対象となるための要件

・令和5年8月7日以降に工事に着手したもの

・宅内の保温材設置工事および老朽化した
露出配管の更新工事であること

・市の指定を受けた給水装置工事事業者が
行った工事であること(個人での工事は対
象外)

※床下埋設管や電気温水器、給湯器は対象
外です。

助成金額

対象となる工事にかかった費用の2分の1
※消費税および地方消費税含む。100円未満は切り捨て。

【上限額】
　・量水器の口径13ミリまたは20ミリ　上限5万円
　・量水器の口径25ミリ以上　　　　　 上限10万円
※助成は、期間中、1物件に対し1回限りです。
※予算の範囲内で助成します。予算の上限に達したときは、助成が受けられない可能性があります。

申請の手続き

工事の着手前に、「七尾市給水管凍結防止対策費助成金交付申請書」を提出してください。
※詳細は、市ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

申請期間：8月7日(月)～令和8年2月27日(金)

＜提出先・お問い合わせ先＞
〒926-8611 袖ケ江町イ部25番地(七尾市役所本庁舎1階)

イメージ写真

上下水道課　☎53-8432

保護カバーなし 保護カバーあり

七尾鹿島地域安全ニュース 七尾警察署☎53-0110・防犯協会☎53-6944

消防だより 七尾鹿島消防本部☎53-0119・消防本部消防課☎53-1017
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万引きは「しない」
「させない」「見逃さない」

　旅行などで家を留守にすると
きは、高層階の窓や小さな窓に
も鍵を掛けましょう。特に長期
間家を空けるときは郵便物や新
聞がたまらないよう気を付けま
しょう。
　ご近所で留守の状況をお互い
に把握し、地域の目で泥棒を撃
退しましょう。

　車には鍵を掛け、荷物は車内
に残さないようにしましょう。
　住宅の敷地
内でも「車上
ねらい」は発
生しています！

　観光地など、人混みの中では、
「すり」に気をつけましょう。
　「置引き」を防止するために、
手荷物は離
さないよう
にしましょ
う。

万引きは「自分に関係がない」と思っていませんか？
万引きは、見逃されるとだんだんエスカレートして被害が大きくなります。

       　万引きは犯罪です！
万引きを「しない」ことはもちろんですが、お店で不審な行動をしている人を見かけたら、店員に
知らせるなど、地域全体で万引きを「させない」「見逃さない」意識を持つことが重要です。

夏休み、 お出かけ、 帰省のときの注意

夏のレジャーに潜む危険
～火の取り扱いに気を付けましょう～

　＜バーベキューの注意点＞
１．火の粉が飛んで周りの物に引火する危険性

があります、風向きに注意しましょう。
２．綿やレーヨンなどの再生繊維の服は着衣着

火の危険があります。
３．バーベキューをするときは、グリル付近に必

ず消火水などの消火用具を用意しましょう。
　　（消火用具を用意することで、着衣に着火し

た際などに素早く対応できます。）
４．ゲル状の着火剤は、揮発性が高く青白い炎

で燃焼し見えにくいことがあります。火お
こし途中に火が消えたと勘違いしてチューブ
から直接グリル内へ追加投入すると、引火
し大事故につながります。間違った使い方
に注意しましょう。

　＜花火あそびの注意点＞
１．花火は、注意事項をよく読んでから遊びま
しょう。

２．人混みを避け、燃えやすい物のない広い場
所で遊びましょう。

３．服の素材によっては着衣着火の危険があり
ます。

４．風が強い日の花火はやめましょう。
５．点火後、火が着かない
ときでも絶対に花火に
近寄ったり、のぞいた
りしないでください。

６．終わった花火は水の
入ったバケツに入れる
など、確実に消火して
ください。

バーベキューや花火は夏の楽しみの一つですが、ちょっとした不注意が悲しい事故
につながります。次のことを必ず守って楽しみましょう。


